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要約 

【課題】繊維強化樹脂積層体部品の切削加工による製造方法において、切削刃の摩耗を許容しつつも、

刃先形状を維持する切削加工方法を提供する。 

【解決手段】複数の繊維を一方向に配向した繊維強化樹脂積層体部品の切削加工による製造方法におい

て、逃げ面及びすくい面を有する切削工具を用い、切削方向を前記繊維の配向方向に対して平行方向と

非平行方向に、予め設定した定期的条件（切削距離等）毎に交互に繰返すことで、刃先がセルフシャー

プニングされシャープな刃先形状（刃立性）が維持する切削工具を用いた繊維強化樹脂積層体部品の切

削加工による製造方法。 

特徴／セール

スポイント 

繊維強化樹脂積層体の切削加工による部品の製造方法おいて、切削刃の摩耗をある程度許容しつつも、

シャープな刃先形状（刃立性）を維持する切削加工方法を提供する。繊維強化樹脂積層体の切削と刃先

摩耗による刃先の研磨を同時に実現するセルフシャープニングにより、刃先形状の長期的な維持をす

る。 

主な応用分野 

炭素繊維強化樹脂等の繊維強化樹脂積層体部品の切削加工による製造方法。自動車、航空機などには鉄、

ステンレス、アルミ、ジュラルミンなどの薄板を切削加工した部品が大量に使われている。これらの代

替え品として、繊維強化積層体の部品は、軽量で機械的特性が良いことから使用が開始されているが高

コストである。本発明によれば、切削加工のコスト低減が図れるので、繊維強化樹脂積層体の部品の普

及に寄与することができる。 

開発状況 試作品による確認完了。 
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